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大分県立高等特別支援学校（仮称）の校名候補等について 

 

１ 校名候補 

  開校に向けた諸準備の遂行及び諸課題の解決に関して意見を聞くために設 

 置した「大分県立高等特別支援学校（仮称）開校支援委員会」からの推薦を 

 踏まえて、校名候補を下記のいずれかに決定したい。 

 

          大分県立 上 野 の 森  高等支援学校 

              （上 野 の 杜） 

 

          大分県立 桜 の 森  高等支援学校 

              （さくらの杜） 

 

          大分県立 令   豊  高等支援学校 

 

２ 設置学科 

  様々な産業で活躍する人材を育成し、就労するための技術を習得できる専門学 

 科であるため、下記のとおりとしたい。 

  

          産業技術科 

 

３ 学級数 

  中学校や特別支援学校中学部を卒業した知的障がいがあり一般就労を希望す 

 る生徒数より、下記のとおりとしたい。 

 

          ４学級 

 

４ 位置 

  新設校の校地となる、現聾学校の位置としたい。 

 

          大分市東大道二丁目５番２３号 

 

５ 設置時期 

  入学者選考等、開校に係る準備を円滑にするため、下記の期日としたい。 

 

          令和３年７月１日 

 

 

【参考】 

  大分県立学校の設置に関する条例（昭和３９年大分県条例第５７号）の一部改 

 正に係る議案を令和３年第２回定例県議会に上程する予定 
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大分県立高等特別支援学校（仮称）の校名候補について 

 

 

 

 

 

 

 大分県立高等特別支援学校（仮称）開校支援委員会で、以下の３案が推薦された。 

 

候補名 

（５０音順） 
主な理由 

うえののもり 

上野の森 

（上野の杜） 

（応募者） 

・読みやすく、優しい音の響きが良い 

・JR 大分駅上野の森口側にあり所在地がわかりやすい 

・名称と場所が一致し、企業にもわかりやすい 

・「森」は人が育てる意味の「杜」の案がある 

（委員） 

・県民に親しまれ、地域になじみがあり、名称と場所が一致して

いる 

・ＪＲ大分駅の上野の森口と表記があり、覚えやすい 

・今までにない希望あふれる名前 

さくらのもり 

桜の森 

（さくらの杜） 

（応募者） 

・「桜」から人生の出発点というイメージを連想し、卒業後の一般

就労を目指す生徒の姿と重ねた。立地が大分駅上野の森口方面で

ある事から、桜の森とした。生徒が自分の校名を書けるよう、な

るべく簡単な漢字になるよう配慮した 

・「桜」は、より分かりやすく「さくら」でも良い 

（委員） 

・明るいイメージがある 

・明るく希望が感じられる 

・響きのよさ、今までにないもの 

れいほう 

令豊 

（応募者） 

・令和という新しい時代に、豊の国大分で豊かな職業人材を育成

する学校になってほしいという願いを込めた 

（委員） 

・時代に合致している 

・令和の時代に生まれた学校として良い 

・豊後の豊と豊かな人財の育成をイメージできる 

・言葉の意味も想像しやすく、校名らしさを感じる 

・設立期と地域が感じられる 

 

１ 会議名 第１回大分県立高等特別支援学校（仮称）開校支援委員会 

２ 日 時 令和３年２月２日 

３ 会 場 大分県庁本館正庁ホール 
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大分県立高等特別支援学校（仮称）の設置学科、学級数について（案）

学校教育目標

育てる生徒像

育てたい人材

「自己実現」
自ら考え、自ら行動し、社会とのかかわりの中
で自己実現に向け努力する人間を育てます。

自己選択・自己決定ができる生徒

「自立」
自他を尊重し、自立に向け挑戦する人間を育て
ます。

思いやりのある行動ができる生徒
何事にも情熱をもって取り組む生徒

「働く力」
職業生活、社会生活に必要な力を身につけ
社会に貢献する人間を育てます。

社会自立・社会貢献ができる生徒

【コース選択】

１年生 ２年生 ３年生

＜トライアル学習＞

クリーンコース
ビル・宿泊施設・公園等の清掃・整備、洗車、介
護サービスなど

流通・販売コース
販売・接客、商品・在庫管理、宅配、事務処理
など

調理コース
調理技術、調理知識、食品衛生管理、販売・接
客など

クリーン
流通・販売
調理

コ

ー

ス

選

択

全コース共通内容
パソコン技術（データ入力・表計算）、キャリア教育（自己理解・健康管理・生
活管理・対人関係）など

学校の特色

職業的自立に向け生徒一人一人の可能性を最大限に伸ばし、地域や
社会に貢献できる人材

〇一般就労１００％を目指す
〇地域や企業との連携による教育の推進
〇実務につながる資格取得
〇県内特別支援学校の就労に関するセンター的機能

【就労に向けた取り組み】

○年間４０日程度の企業等における実習

○短期実習（２～３日）と、長期実習（１０日）を繰り返

し実施

○「学校における職業教育」と「企業等における実習」

を組み合わせた学習で職業人を育成

○学校で学んだことを企業等で実践し、実践の振り

返りを通して生徒自ら課題に気づいたり、学校にお

いてその課題の解決方法を学んだりするなどの往

還的な学習

【教育課程】

専
門
教
科

教科別の指導

特別の教科
道徳

総合的な探究
の時間

各教科等を
合わせた指導 キャリアガイダンス

国語 社会 数学
理科 音楽 美術
保健体育 職業
家庭 外国語
情報

共
通
教
科

家政 福祉

流通・サービス

領域別の指導
特別活動
自立活動

○設置学科名 「産業技術科」
（専門学科）

（理由）様々な産業で活躍する人材を育成し、就労するための技術を習得できる専門学科であるため
・卒業後の企業就労を目指した「『産業』一般に関する学科」（特別支援学校の高等部の学科を定める省令第二条）
・高等部学習指導要領 知的障がい専門教科の目標に共通した内容 「～『技術』を身につける～」

○学級数 「４学級」 （根拠） ・中学校や特別支援学校中学部を卒業した知的障がいがあり一般就労を希望する生徒数
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